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交
通評

訟
調

も
の
や
花
粉
も
含
ま
れ

る。
こ
れ
ら
の
粒
子
の
中

で
比
蕨
的
大
き
い
も
の

「
ピ
ー
エ
ム
ニ
ー
テ
ン
ゴ
」

と
読
む
。
年
の
初
め
か
ら
ニ
ュ

ー
ス
な
ど
に
た
び
た
び
登
場
す

る
こ
の
言
葉
は
、
「
粒
径
が
2

・
5
帯
㍍
以
下
の
粒
子
状
物
質

（
P
a
r
t
i
c
u
－
P
t
e
夢
t
t
e
r
）
」

の
こ
と
で
あ
る
。

空
気
中
に
漂
っ
て
い
る
粒
子

は
エ
ア
ロ
ゾ
ル
と
も
呼
ば
れ
、

微
小
に
な
る
ほ
ど
気
体
と
類
似

の
動
き
を
す
る
。
大
き
さ
も
数

十
′
㍍
か
ら
5
0
節
㍍
の
間
に
分

布
し
て
お
り
、
発
生
源
や
成
分

も
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。

黄
砂
と
し
て
知
ら
れ
る
ア
ジ

ア
の
砂
嵐
は
土
壌
を
構
成
す
る

鉱
物
粒
子
が
中
心
で
、
そ
の
表

面
に
大
気
汚
染
物
質
が
吸
着
し

て
い
る
も
の
が
あ
る
。
海
水
飛

沫
（
ひ
ま
つ
）
が
水
を
失
っ
て

で
き
る
も
の
も
あ
る
。
陸
上
で

は
植
物
が
発
生
す
る
気
体
が
化

学
反
応
に
よ
っ
て
粒
子
化
し
た

は
沈
降
し
や
す
く
、
呼

吸
の
過
程
で
鼻
毛
な
ど
に
よ
っ

て
除
か
れ
る
た
め
ヒ
ト
へ
の
健

康
影
響
は
小
さ
い
が
、
2
・
5

帯
㍍
以
下
の
粒
子
は
肺
の
奥
ま

で
吸
入
さ
れ
る
た
め
注
意
を
要

する。最
近
に
な
っ

て
、
突
然
こ
の

言
葉
が
現
れ
た

よ
う
に
感
じ
る

オ
ン
が
形
成
さ
れ
、
1
回
の
濃

霧
で
4
0
0
0
人
以
上
の
死
者

が
出
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

こ
れ
が
き
っ
か
け
で
二
酸
化

硫
黄
の
規
制
が
始
ま
っ
た
歴
史

が
あ
る
。
硫
酸
イ
オ
ン
は
粒
子

の
中
で
も
特
に
微
小
な
も
の
に

多
く
存
在
す
る
成
分
の
一
つ
で

あ
り
、
こ
の
成
分
を
多
く
含
む

濃
霧
が
原
因
で
あ
っ
た
ろ
う
と

容
易
に
想
像
が
つ
く
。
1
9
6

端
で
あ
る
。
大
気
汚
染
に
関
係

す
る
成
分
は
こ
の
大
き
さ
の
粒

子
に
濃
縮
さ
れ
る
た
め
、
米
国

で
は
1
9
9
7
年
に
粒
子
質
量

濃
度
に
よ
る
規
制
が
開
始
さ
れ

た。
わ
が
国
で
は
2
0
0
9
年

（
平
成
2
1
年
）
9
月
に
微
小
粒

子
に
関
す
る
窮
境
基
準
が
決
め

ら
れ
、
各
地
で
常
時
監
視
が
始

ま
っ
た
。
今
は
、
そ
れ
以
前
か

ら
環
境
基
準
が
定

め
ら
れ
て
い
る
S

P
M
（
1
0
欝
㍍
以

下
の
粒
子
）
の
観

が
、
前
述
の
よ

う
に
稜
々
な
発

生
源
か
ら
発
生

す
る
微
小
粒
子

は
、
産
業
革
命
以
来
の
都
市
大

気
汚
染
に
は
常
に
含
ま
れ
て
い

た
も
の
と
考
え
て
よ
い
。

1
9
5
2
年
の
有
名
な
ロ
ン

ド
ン
ス
モ
ッ
グ
で
は
、
家
庭
暖

房
に
用
い
ら
れ
た
石
炭
の
排
ガ

ス
が
逆
転
層
な
ど
の
気
象
条
件

で
大
気
中
に
停
滞
し
、
テ
ム
ズ

川
の
川
霧
と
反
応
し
て
硫
酸
イ

測
と
併
せ
て
行
わ

土
器
屋
　
由
紀
子
　
れ
門
仰
㌘
の

測
定
に
は
複
雑
な

0
～
7
0
年
代
の
日
本
の
工
業
都

市
の
大
気
汚
染
も
ひ
ど
か
っ
た

が
、
最
近
の
北
京
の
大
気
も
同

様
な
の
だ
ろ
う
か
。

粒
子
の
中
で
、
2
・
5
宙
㍍

以
下
の
大
き
さ
が
重
要
視
さ
れ

始
め
た
の
は
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大

学
の
1
9
7
0
年
代
か
ら
長
期

間
に
わ
た
る
没
学
的
研
究
が
発

精
密
装
置
を
必
要
と
す
る
。
あ

ら
か
じ
め
サ
イ
ク
ロ
ン
型
分
粒

器
（
サ
イ
ク
ロ
ン
型
掃
除
機
と

原
理
は
同
じ
）
な
ど
で
大
き
な

粒
子
を
取
り
除
き
、
2
・
5
帯

㍍
以
下
の
粒
子
を
円
形
の
フ
ィ

ル
タ
ー
の
上
に
捕
集
し
測
定
す

る
。
重
量
だ
け
で
な
く
化
学
成

分
の
測
定
を
行
う
こ
と
も
あ

る。
現
在
、
多
く
の
観
測
研
究
が

進
行
中
で
、
例
え
ば
、
国
立
環

境
研
究
所
の
西
川
雅
高
研
究
室

長
を
中
心
と
し
た
研
究
グ
ル
ー

プ
は
「
P
M
2
・
5
に
影
響
す

る
汚
染
混
合
型
黄
砂
の
組
成
や

飛
来
量
」
に
つ
い
て
、
ウ
ラ
ン

バ
ー
ト
ル
、
北
京
、
ソ
ウ
ル
、

と
日
本
各
地
で
観
測
と
モ
デ
ル

を
用
い
た
研
究
を
行
っ
て
い

る。
筆
者
の
関
係
し
て
い
る
富
士

山
頂
観
測
で
も
2
0
0
8
年
か

ら
P
M
2
・
5
の
観
測
が
夏
期

2
カ
月
間
行
わ
れ
て
い
た
が
、

研
究
費
の
関
係
も
あ
っ
て
2
0

1
0
年
で
測
定
を
中
断
し
て
い

る
。
P
M
2
・
5
が
中
国
か
ら

越
境
飛
来
す
る
ニ
ュ
ー
ス
を
聞

き
な
が
ら
、
い
ま
、
富
士
山
頂

で
の
測
定
が
継
続
で
き
て
い
れ

ば
、
長
距
離
輸
送
の
行
わ
れ
る

自
由
対
流
圏
の
デ
ー
タ
が
手
に

入
る
の
で
、
よ
り
鮮
明
な
実
態

を
明
ら
か
に
で
き
た
の
で
は
な

い
か
と
残
念
で
あ
る
。

（
江
戸
川
大
学
名
誉
教
授
）


